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[ 資料 ] 
Ⅰはじめに














1. 周氷河性平滑斜面 2. 河川 3. 山頂と稜線
Ki: 北岳 Ai: 間ノ岳 No: 農鳥岳 Sh: 塩見岳 Wa: 悪沢岳 Ak: 赤石岳
 Hi: 聖岳 Se: 千枚岳 Ma: 丸山 Na: 中岳 Md: 前岳 Da: 大聖寺平
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Ⅱ微地形の形成過程からみた斜面発達史
Ⅱ .1 大聖寺平北東向き斜面に分布する植被階状土の形成過程
　赤石岳北側に位置する大聖寺平の北東向き斜面には，傾斜約 20°の斜面に植被階状土が 10 段程度分
布している．ここでは，そこに分布する植被階状土の形態的特徴を把握すると同時に，その形成過程に
ついて検討した．
Ⅱ .1 － 1土壌断面の記載





下 K-Ah と略称：町田 ･ 新井，2003）が挟在しているため，この火山ガラスもこれに対比されるとみな
される．
Ⅱ .1 － 2 斜面物質移動量
　植被階状土上面に設置したペンキラインでは 2 ～ 3 cm 程度の移動が生じ，グラスファイバーチューブ
の変位も 2 cm であった．これは，日～数日周期的に生じる霜柱クリープを主体とし，これにフロストク
リープ，ジェリフラクションが複合的に生じたためと考えられる．





















Ⅱ .2 － 1土壌断面の記載
　トレンチを掘削したロウブは，全長 3 m，幅 2 m，先端の比高 30 cm で，上面が細粒礫，側面・先端
が粗粒礫で構成されており，表面角礫層は良く淘汰されている．トレンチは，ロウブの上面と側面を含
む横断方向（100 cm ×深さ 60 cm），および先端と上面を含む縦断方向（200 cm× 深さ 100 cm）の２
本を掘削し，それぞれ土層断面の記載を行った（図 3，図 4）．
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　ユニット① -a は，層厚 5 ～ 20 cm の表面角礫層で，細粒部で平均粒径 3 ～ 5 cm，粗粒部で平均粒径
10 cm の亜角礫・角礫からなる．ユニット① -b は，平均粒径 5 ～ 10 cm 程度の亜角礫・角礫を含む，層
厚 5 ～ 10 cm のシルト質細砂層である．現在のロウブはユニット①によって構成されている．ロウブ
より下位の斜面構成物質はユニット②～⑤に区分できる．ユニット② -a，③ -a，④ -a は，層厚 5 ～ 10 
cm，シルト質細砂をマトリックスとした，平均粒径 3 ～ 5 cm の亜角・角礫層で，ユニット② -b，③ -b，
④ -b は層厚 5 ～ 10 cm，平均粒径 5 ～ 10 cm 程度の亜角礫・角礫を含むシルト質細砂層である．ユニッ
ト②，③，④は，層厚や層相がユニット①に類似している．ユニット⑤は層厚 10 ～ 45 cm，シルト質細
砂をマトリックスとする平均粒径 5 ～ 15 cm の亜角・角礫層で，ユニット内における淘汰が悪く，オー
プンワーク構造を示す部分が認められる．
Ⅱ .2 － 1 － b 先端と上面を含む縦断面（200 cm×深さ 100 cm：図 4）
図 4　ソリフラクションロウブ縦断面図
丸数字はユニット番号に対応
　ユニット① -a は，ロウブ先端で層厚 30 cm，上面で層厚 10 cm，平均粒径 10 ～ 15 cm の亜角礫・角
礫からなり，先端はオープンワーク構造を示している．ユニット① -b は，層厚 5 ～ 10 cm，平均粒径 5
～ 10 cm 程度の亜角礫・角礫を含むシルト質細砂層であり，現在のロウブはユニット①によって構成さ
れている．ロウブより下位の斜面構成物質は，ユニット②～④に区分できる．ユニット② -a は，層厚 5
～ 15 cm，平均粒径 5 ～ 10 cm の亜角礫・角礫からなり，先端にはシルト質細砂をマトリックスとした，
平均粒径 10 ～ 15 cm の亜角礫・角礫が存在する．ユニット② -b は，平均粒径 5 ～ 10 cm 程度の亜角礫・
角礫を含むシルト質細砂層である．ユニット③は，層厚 10 ～ 40 cm，シルト質細砂をマトリックスとし
た平均粒径 3 ～ 5 cm の亜角・角礫層で，最大粒径 30 cm 程度の巨礫を含んでいる．またユニット③は，
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